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雨 文 内 容 の 要 旨

 目的

 外科領域における生体内補填材料として，Glutaral・

dehyde処理豚心膜についての基礎的な動物実験によ

る安全性や有用性の確認，その臨床例への応用および

長期予後について検討した．

 1）実験材料および方法

 Glutaraldehyde処理豚心膜（SPP）を10頭の成犬の

胸部大動脈にpatchとして移植し， DacronとTeHon

を比較材料として，その強度や組織反応仮性内膜の

形成状態について光顕および走査電顕により検討し

た．

 結果

 SPPは著名な瘤形成や変性，劣化，石灰化はみられ

ず，DacronやTe且onに比べても早期に薄層の仮性内

膜形成がみられた，

 しかし，早い時期では表面の結合織層と仮性内膜と

の結合はやや弱く剥離しやすい傾向がみられた．また，

patch周辺及び皮下移植材料の検討では， SPPに対す

る組織反応はきわめて軽度であった．

 2）臨床研究

 良好な実験結果により，SPPを先天性心疾患41例，

後天性心疾患5例の計46例の臨床例に応用した．使用

部位では，（1）patchとして37例，（2）管状あるいは半

管状に縫製して使用6例，（3）縫合補強材として使用

4例であった．術後，3ヵ月以内の早期の観察では，

大部分満足でぎるものであったが，心室中隔欠損閉鎖

をSPP単独で行なった1例と，大動脈縮窄症の1例に

patchの軽度膨隆をみとめ，心房内ba田eの1例に心

エコー上SPPに接した異常エコーを認めた．

 また，術後3年7カ，月～7年8ヵ月経過後の観察で

は，いずれの例にもSPPに関係したと思われる合併症

はみられず良好な結果であった．

 考察

 SPPは1976年Copenhagen大学のRyggらにより

報告されたものであり，豚心膜をGlutaraldehyde処

理し，心膜中のcollagenにcrosslinkageをおこすこ

とでdurabilityの増強を図るとともに抗原性の低下

と抗血栓性を期待したものである．SPPはGlutaral－

dehyde処理特有のしなやかさがあり，縫合操作が容易

で，強度としては自家心膜より強く，実験的には瘤形

成や窄孔はおこさず，生体内補填材料として十分と考

えられた．しかし，高圧部への使用や長期における組

織反応についてはやや問題を残しており，今後の検討

が必要である．

 結論

 SPPの生体内補填材料としての心臓血管外科領域

における臨床応用は有用であるが，使用部位や期間に

さらに今後の検討が必要である．
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論文審査の要旨
 外科領域の拡大に伴い種々のものが生体補填材料として使用される様になって来ている．それ等の

中でglutaraldehyde処理豚心膜の心臓血管系への応用の有用性を検討すべく犬の胸部大動脈壁の一

部を置換し，その組織変化及び耐久性を検討し併せてその結果に基づいて，種々心血管系疾患に応用

しその臨床長期結果からも極めて有用なものであるとの結論を得たので，学術上価値ある論文と認め

る．
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